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公益社団法人　北海道栽培漁業振興公社

テーマ：「マナマコをめぐる現状と持続的利用に向けて」

【趣　　旨】
　本道のマナマコは、イボ立ちの形状などにより輸出先の中国において最高級品としてのランク付けを受け、高価格で取引されていることから、現在、道内で最も重要な水産資源の一つとして位置付けられています。しかし、全道のマナマコ漁獲量は、ここ10年ほどの間に3分の2程度まで減少してきており、今後の漁家経営の安定を図る上でも資源の維持増大が喫緊の課題となり、積極的な品質保持やブランド化などの価格向上対策が重要なカギになると考えられます。
　このような中で、現在、道内各地の種苗生産施設では、資源造成に向けて様々なサイズのナマコ種苗生産が行われ、漁港内や保護礁などへ放流されている一方で、漁業者自らが荷捌所など身近な施設を活用して採苗を行い、着底した幼生を漁港など海中で中間育成や漁場へ直接放流するなど、明確な放流効果の報告が少ない中でも、各地域の実情に即した栽培漁業の取組が盛んに行われています。さらに、漁獲したマナマコを自らの手で加工しブランド化を進めるなど先進的な動きも現れてきているところです。
本研究会では「マナマコをめぐる現状と持続的利用に向けて」をテーマとして、マナマコ漁業や国内外の流通の状況、加工や販売の取り組み、放流種苗の追跡調査や種苗生産の推進方向など、幅広い視野から北海道におけるマナマコについて考察し、マナマコ漁業のさらなる発展の道を探っていく機会としていきたいと思います。


【主　　催】公益社団法人　北海道栽培漁業振興公社

【後　　援】北海道水産林務部

【開催日時】令和４年１月１４日(金)　9：０0～12：00

【開催場所】北海道第二水産ビル８階　大会議室　（札幌市中央区北３条西７丁目）

	【挨　　拶】
	
	
	
	
	

	
	主催者挨拶
	(公社)北海道栽培漁業振興公社　川崎会長（５分）

	
	
	
	9:00
	～
	9:05

	
	来賓挨拶
	北海道水産林務部（５分）
	9:05
	～
	9:10



	【基調講演】
	（発表30分、質疑5分）
	9:15
	～
	9:50

	
	演　題
	北海道におけるマナマコ漁業の現状と今後の展望

	
	講　師
	国立研究開発法人水産研究・教育機構　
水産資源研究所　さけます部門　札幌拠点

	
	
	　研究員　町口　裕二




	【事例紹介1】
	（発表20分、質疑5分）
	9:50
	～
	10:15

	
	演　題
	目指せ！世界一の乾燥ナマコ
～　ブランド「檜山海参（ヒヤマハイシェン）」を
中国の消費者へ　～

	
	講　師
	ひやま漁協乙部支所ナマコ協議会

	
	
	加工部門長　日沼　賢澄　


	【事例紹介2】
	
	（発表20分、質疑5分）
	10:15
	～
	10:40

	
	演　題
	稚ナマコの放流効果を上げるために　
～　種苗放流追跡調査・育成試験等の事例から　～

	
	講　師
	水産技術サポート

	
	
	代表　全先　清通　

	

	【事例紹介3】
	
	（発表20分、質疑5分）
	10:40
	～
	11:05

	
	演　題
	栽培公社における稚ナマコ大型種苗生産に向けて

	
	講　師
	公益社団法人北海道栽培漁業振興公社　熊石事業所

	
	
	所長　安住　真　

	

	【事例紹介4】
	
	（発表20分、質疑5分）
	11:05
	～
	11:30

	
	演　題
	生鮮ナマコの保管方法と品質について
	

	
	講　師
	地方独立行政法人北海道立総合研究機構

	
	
	中央水産試験場加工利用部

	
	
	　　専門研究員　成田　正直　



	
	【総括ディスカッション】
	11:30
	～
	12:00

	
	
コーディネーター

	
栽培漁業振興公社

	副会長
	三宅　博哉


	
	
パネラー
	水研機構
水産資源研究所

	研究員
	町口　裕二


	
	
パネラー
	ひやま漁協
　乙部支所

	加工部門長
	日沼　賢澄


	
	
パネラー
	
水産技術サポート

	代表
	全先　清通


	
	
パネラー
	栽培漁業振興公社熊石事業所

	所長
	安住　　真


	
	
パネラー
	中央水産試験場
加工利用部

	専門研究員
	成田　正直




